


文
部
科
学
大
臣
杯

団
体
4
種
目

去
る
8
月
3
日

土
）・
4
日

日
）、
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
（
グ
ラ
ン

デ
ィ
21
）
で
、「
文
部
科
学
大
臣
杯

第
56
回
小
学
生
・
中
学
生
全
国
空
手
道
選
手
権
大

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
9
6
0
支
部
・
団
体
か
ら
約
3
8
0
0
名
（
観
客
・
審
判
等
も
合
わ
せ

る
と
約
1
5
0
0
0
人
）
が
参
加
!

初
日
は
主
に
団
体
戦
、
二
日
目
は
個
人
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｋ
Ａ
は
武
道
空
手

①

②

③

武
道
空
手
は
、
身
体
を
健
や
か
に
育
む
と
と
も

に
、「
頑
張
る
こ
と
」
や
「
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
る

こ
と
」「
礼
儀
と
感
謝
」の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。

ま
た
、
競
い
合
い
の
中
で
生
ま
れ
る
、
勝
っ
て

喜
び
、
負
け
て
悔
し
涙
の
体
験
が
、
未
来
を
担
う

子
供
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

そ
れ
が
日
本
空
手
協
会
の
主
催
す
る
、「
小
学

生
・
中
学
生
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
」
の
特
徴

の
一
つ
で
す
。

今
大
会
で
も
、
夢
に
向
か
っ
て
汗
と
涙
を
流
し
、

突
き
進
ん
で
い
く
子
供
の
姿
を
た
く
さ
ん
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

注
目
は
や
は
り
、
文
部
科
学
大
臣
杯
が
か
か
っ

た
８
種
目
。
そ
の
様
子
を
中
心
に
お
伝
え
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
!

組
手
団
体
戦
中
学
生
男
子
は
、
80
団
体
が
参
加
。

決
勝
は
、諸
口
支
部（
大
阪
）×
東
北
学
院
中
。

先
鋒
戦
は
、
諸
口
支
部
の
島
が
「
狙
い
通
り
」

と
い
う
上
段
蹴
り
な
ど
で
、
合
わ
せ
一
本
勝
ち
。

中
堅
戦
も
諸
口
支
部
の
松
井
が
上
段
突
き
を
連

続
で
極
め
て
、
合
わ
せ
一
本
勝
ち
。

大
将
戦
も
「
世
界
大
会
優
勝
を
目
指
す
」
と
い

う
西
方
が
中
段
蹴
り
、
上
段
突
き
で
勝
利
。
諸
口

支
部
が
相
手
に
一
つ
の
技
有
り
も
取
ら
れ
ず
、
連

覇
を
達
成
。
文
部
科
学
大
臣
杯
を
獲
得
し
ま
し
た
。

54
団
体
が
参
加
し
た
、
組
手
団
体
戦
中
学
生
女

子
。決

勝
は
、
昨
年
２
位
の
諸
口
支
部（
大
阪
）×
石

巻
桃
生
支
部
（
宮
城
）。

試
合
は
、「
𥡴
古
で
積
み
重
ね
て
き
た
努
力
を
結

果
と
し
て
残
し
た
い
」
と
い
う
諸
口
支
部
（
大
阪
）

が
躍
動
し
ま
し
た
。

先
鋒
戦
は
、
空
手
歴
８
年
の
高
田
が
勝
利
。
中

堅
戦
も
、
中
学
１
年
生
女
子
個
人
組
手
で
優
勝
し

た
島
が
上
段
蹴
り
を
叩
き
込
ん
で
勝
利
。
大
将
戦

を
待
た
ず
、
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
文
部
科
学
大
臣
杯
は
、
形
で
優
勝
＆

組
手
３
位
の
新
潟
県
本
部
が
獲
得
し
ま
し
た
。

組
手
団
体
戦
小
学
生
低
学
年
男
子
は
、
67
団
体

が
エ
ン
ト
リ
ー
。

決
勝
は
、
諸
口
支
部
（
大
阪
）×
茨
城
県
本
部
。

先
鋒
戦
は
茨
城
県
本
部
、
中
堅
は
諸
口
支
部
が

と
り
、
１
勝
１
敗
と
な
り
ま
し
た
。

大
将
戦
は
、「
今
大
会
は
イ
マ
イ
チ
、
で
も
最
後

の
最
後
で
光
っ
た
」
池
田
清
剛
監
督
）
と
い
う
諸

口
支
部
の
大
将
・
泉
が
中
段
突
き
を
連
続
で
極
め

て
、
合
わ
せ
一
本
勝
ち
。
試
合
後
、
泉
は
「
大
会

J KAキッズ夏の祭典、延べ3,800名が参加!

組手団体戦中学生男子は、昨年２年生で優勝したメンバーが今年も力を

見せた。優勝メンバーの島（写真①／右）、松井（写真②／右）、西方（写

真③／右）。



④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

前
は
毎
日
練
習
し
た
の
で
、
文
部
科
学
大
臣
杯
は

嬉
し
い
」
と
涙
を
流
し
ま
し
た
。

敗
れ
た
茨
城
県
本
部
で
し
た
が
、
形
で
優
勝
し

て
お
り
、
文
部
科
学
大
臣
杯
は
茨
城
県
本
部
が
持

ち
帰
り
ま
し
た
。

組
手
団
体
戦
小
学
生
低
学
年
女
子
は
、
28
団
体

が
参
加
し
ま
し
た
。

決
勝
は
、
福
源
院
道
場
（
山
梨
）×
千
葉
県
本

部
。結

果
は
、
福
源
院
道
場
の
先
鋒
・

小
林
、
中
堅
の
斉
藤
が
突
き
技
を
武

器
に
、
相
手
に
技
有
り
を
一
つ
も
取

ら
せ
ず
、
連
勝
。

大
将
戦
は
千
葉
県
本
部
の
築
地
が

勝
ち
ま
し
た
が
、
２
勝
１
敗
で
福
源

院
道
場
が
初
優
勝
。

「
後
ろ
に
は
下
が
ら
な
い
。
気
持
ち

で
勝
負
」
と
い
う
３
人
に
文
部
科
学

大
臣
杯
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

組手団体戦小学生低学年女子は、福源院道場が初優勝。快勝した先鋒・

小林（写真④／右）、中堅・斉藤（写真⑤／右）。

形団体戦中学生女子（51団体参加）は、新潟県本部が慈恩で37.3。「体を最大限使い、

極めを意識した」という品田・秋山・笠原は、小学５・６年生の時も優勝。組手は諸口

支部に準決勝で敗れるが、総合優勝となり、文部科学大臣杯を獲得。

形
団
体
戦
小
学
生
低
学
年
男
子

63
団
体
参
加
）は
、「
去
年

一
回
戦
で
負
け
た
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
大
会
前
は
週
５
回
練

習
」
と
い
う
茨
城
県
本
部
が
抜
塞
大
で
優
勝
（
36
・
６
）。

組手団体戦小学生低学年男子決勝、諸口支

部を優勝へと導いた中堅・室山（写真⑧）と

大将・泉（写真⑨／右）。

組手団体戦中学生女子決勝で、優勝の原動力

となった先鋒・高田（写真⑥／右）と中堅・島

(写真⑦／左）。

組手団体戦小学生高学年女子（46団体

参加）決勝は、１勝１敗で大将戦へ。最

後は「怪我を押して出場したかった」と

いう諸口支部の西本が上段突きを極め

て、優勝を決めた。

形団体戦中学生男子(76団体参加)は、茨城

県本部が燕飛で優勝（36.8）。２位は千葉県本

部の慈恩で36.5。

形団体戦小学生低学年女子(28団体参加)は、

去年６位の宇都宮支部が観空大で千葉県本部

を0.1差でかわして優勝（36.6）。

形団体戦小学生高学年男子(78団体参加)は、

「昨年のベスト８、同じメンバーで４月末に

行われた県大会終了後から４回強化合宿を行

った」という千葉県本部が慈恩で36.7で優勝。



文
部
科
学
大
臣
杯

個
人
4
種
目

１
２
２
名
が
参
加
し
た
組
手
個
人
戦
中
学
３
年

生
男
子
は
、「
空
手
歴
11
年
」と
い
う
浜
松
開
成
館

の
今
川
祐
哉
（
静
岡
）
が
連
覇
達
成
。

「
決
勝
は
強
気
で
い
く
」
と
語
っ
た
と
お
り
、
櫻

井
宣
充
（
兵
庫
）
に
中
段
突
き
を
連
続
で
極
め
、

文
部
科
学
大
臣
杯
を
摑
み
取
り
ま
し
た
。

１
０
４
名
が
参
加
し
た
組
手
個
人
戦
中
学
３
年

生
女
子
の
頂
点
に
立
っ
た
の
は
、「
５
年
生
の
時
に

３
位
、
空
手
歴
10
年
で
練
習
３
回
」
と
い
う
一
杉

菜
々
子
（
静
岡
）。
初
対
決
の
田
村
千
裕
（
東
京
）

を
突
き
技
で
退
け
、
初
優
勝
＆
文
部
科
学
大
臣
杯
。

１
４
４
名
が
参
加
し
た
組
手
個
人
戦
小
学
６
年

生
男
子
は
、「
３
年
は
２
位
、
４
年
は
２
位
、
去
年

は
ベ
ス
ト
８
」
と
い
う
石
井
翔
太
（
大
阪
）
が
初

優
勝
。
荒
木
海
（
大
阪
）
と
の
決
勝
は
、
互
い
に

上
段
突
き
で
技
有
り
を
奪
い
合
い
、
再
試
合
へ
突

入
（
先
取
り
）。

最
後
は
、「
空
手
大
好
き
少
年
（
池
田
監
督
）」

と
い
う
石
井
の
突
き
が
上
段
へ
極
ま
り
、
う
れ
し

い
文
部
科
学
大
臣
杯
。

１
２
１
名
が
参
加
し
た
組
手
個
人
戦
小
学
６
年

生
女
子
は
、「
小
５
の
と
き
に
優
勝
」と
い
う
大
丸

美
津
妃
（
大
阪
）
が
優
勝
。
決
勝
は
、
中
谷
麻
矢

（
福
井
）に
対
し
、
絶
妙
な
間
合
い
か
ら
中
段
突
き

を
連
続
で
極
め
、
合
わ
せ
一
本
勝
ち
。
諸
口
支
部

（
大
阪
）へ
３
つ
目
の
文
部
科
学
大
臣
杯
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

組手個人戦中学３

年生男子決勝は、上

段突きで先制された

後に、中段突きを連

続で極めた今川祐哉

(静岡）が逆転勝利。

組
手
個
人
戦
中
学
３
年
生
女
子
は
、
一
杉
菜
々
子
（
静
岡
）
が
初
優
勝
。

組
手
個
人
戦
小
学
６
年
生
女
子
は
、
大
丸
美
津
妃
（
大
阪
）
が

金
メ
ダ
ル
!

お
父
さ
ん
も
大
喜
び
!

組
手
個
人
戦
小
学
６
年
生
男
子
は
、
石
井
翔
太
（
大
阪
）
が
再

試
合
で
攻
め
続
け
て
、
初
優
勝
。



動画で
チェック

組手団体戦中学生男子決勝

組手団体戦中学生女子決勝

組手個人戦中学生３年男子決勝

組手個人戦中学生３年女子決勝

形個人戦中学２年生男子（125名参加)

を制したのは、柏湧斗（茨城）の燕飛（36.

8）。

形個人戦中学３年生男子（121名参加)

は、空手歴８年の水岡勇也（京都）が観

空大(36.7）で優勝。

形個人戦中学２年生女子（113名参加）優勝は、石橋咲織（神奈川）。「蹴り

と霞打ちからの下段手刀を意識した」という、観空大で37.6。

組
手
個
人
戦
中
学
２
年
生
男
子
は
、「
昨
年
は
二
回
戦
で

反
則
負
け
」
と
い
う
星
翔
貴
（
宮
城
）
が
、
再
試
合
の
先

取
り
で
上
段
突
き
を
極
め
て
、
優
勝
。

組手個人戦中学１年生女子（112名参加）決勝は、連覇を狙う島愛梨が「小

４のときに勝ち、小５で負けた相手」という大川舞名花（静岡）に連続で上

段突きを極めて、２年連続３回目の優勝。

形個人戦中学１年生女子（126名参加)

は、津野楓（東京）が燕飛（36.4）で優勝。

小学４年生女子の組手＆形は、「空手一

家（小松東）で空手歴は５年、形は昨年

も優勝」という酒井虹穂（茨城）が優勝。

形個人戦小学６年生女子（126名参加)

優勝は、直心会の大野桃香（新潟・36.6）。

形個人戦中学１年生男子（131名参加)

は、佐藤友昭が観空大（36.9）。

http://www.youtube.com/watch?v=eYAyQM2UTuA
http://www.youtube.com/watch?v=3XPl7ilTsts
http://www.youtube.com/watch?v=ZS05Oq6YTrY
http://www.youtube.com/watch?v=VI6sayMUpCI


入賞者をずらっと紹介‼
★

形個人戦小学３年生男子形個人戦小学４年生男子形個人戦小学５年生男子形個人戦小学６年生男子

形個人戦中学１年生男子形個人戦中学２年生男子形個人戦中学３年生男子形個人戦小学３年生女子

形個人戦小学４年生女子形個人戦小学５年生女子形個人戦小学６年生女子形個人戦中学１年生女子

形個人戦中学２年生女子形個人戦中学３年生女子組手個人戦小学３年生男子組手個人戦小学４年生男子

組手個人戦小学５年生男子組手個人戦小学６年生男子組手個人戦中学１年生男子組手個人戦中学２年生男子

組手個人戦中学３年生男子組手個人戦小学３年生女子組手個人戦小学４年生女子組手個人戦小学５年生女子

組手個人戦小学６年生女子組手個人戦中学１年生女子組手個人戦中学２年生女子組手個人戦中学３年生女子



★

大

会

結

果

★
形
団
体
戦

▼
小
学
生
低
学
年
男
子

▼
小
学
生
低
学
年
女
子

▼
小
学
生
高
学
年
男
子

▼
小
学
生
高
学
年
女
子

▼
中
学
生
男
子

▼
中
学
生
女
子

★
形
個
人
戦

▼
小
学
③
年
生
男
子

▼
小
学
③
年
生
女
子

▼
小
学
④
年
生
男
子

▼
小
学
④
年
生
女
子

▼
小
学
⑤
年
生
男
子

▼
小
学
⑤
年
生
女
子

▼
小
学
⑥
年
生
男
子

▼
小
学
⑥
年
生
女
子

▼
中
学
①
年
生
男
子

▼
中
学
①
年
生
女
子

▼
中
学
②
年
生
男
子

▼
中
学
②
年
生
女
子

▼
中
学
③
年
生
男
子

▼
中
学
③
年
生
女
子

★
組
手
団
体
戦

▼
小
学
生
低
学
年
男
子

▼
小
学
生
低
学
年
女
子

▼
小
学
生
高
学
年
女
子

▼
中
学
生
男
子

▼
中
学
生
女
子

★
組
手
個
人
戦

▼
小
学
③
年
生
男
子

▼
小
学
③
年
生
女
子

▼
小
学
④
年
生
男
子

▼
小
学
④
年
生
女
子

▼
小
学
⑤
年
生
男
子

▼
小
学
⑤
年
生
女
子

▼
小
学
⑥
年
生
男
子

▼
中
学
①
年
生
男
子

▼
中
学
①
年
生
女
子

▼
中
学
②
年
生
男
子

▼
中
学
②
年
生
女
子

▼
中
学
③
年
生
男
子

▼
中
学
③
年
生
女
子

★
都
道
府
県
対
抗
総
合

★
文
部
科
学
大
臣
杯

闘
賞

高

①
茨
城
県
本
部

茨
城
県
）②
晟

心
館

福
岡
県
）③
川
口
支
部

埼
玉
県
）

①
宇
都
宮
支
部

栃
木
県
）②
千

葉
県
本
部

千
葉
県
）③
新
潟
県
本
部

新
潟
県
）

①
千
葉
県
本
部

千
葉
県
）②
宇

都
宮
支
部

栃
木
県
）③
福
源
院
道
場

山
梨
県
）

①
新
潟
県
本
部

新
潟
県
）②
千

葉
県
本
部

千
葉
県
）③
埼
玉
県
本
部

埼
玉
県
）

①
茨
城
県
本
部

茨
城
県
）②
千
葉
県
本

部

千
葉
県
）③
浜
松
開
誠
館

静
岡
県
）

①
新
潟
県
本
部

新
潟
県
）②
涛
心
館
本

部

千
葉
県
）③
京
都
府
本
部

京
都
府
）

橋
晴
心

千

①
林
大
聖

千
葉
県
）②
鈴
木
量
大

山
形
県
）③
加
藤
大
誠

長
野
県
）

敢
闘
賞

高
橋
晴
心

千
葉
県
）、
勝
本
健
斗

三
重
県
）、

川
村
龍

宮
城
県
）、
石
井
康
介

千
葉
県
）、
山
本
健
人

愛

知
県
）

①
斎
藤
綺
良
理

新
潟
県
）②
平
田

澪

埼
玉
県
）③
木
屋
尾
春
菜

石
川
県
）

敢
闘
賞

小
林
來
凪

長
野
県
）、
清
水
柊
衣

北
海
道
）、

中
倉
嬉
多

静
岡
県
）、
青
木
里
杏

石
川
県
）、
谷
川
千
乃

青
森
県
）

①
石
津
怜
桜

埼
玉
県
）②
辻
智
貴

岐
阜
県
）③
今
村
希
来

三
重
県
）

敢
闘
賞

五
百
川
藍
希

新
潟
県
）、
安
藤
大
桜

大
阪

府
）、
鈴
木
伶
弥

茨
城
県
）、
荻
原
巧
実

長
野
県
）、
橋
本

人
和

神
奈
川
県
）

①
酒
井
虹
穂

石
川
県
）②
山
田
悠

月

新
潟
県
）③
小
林
凜

山
梨
県
）

敢
闘
賞

髙
橋
み
の
り

栃
木
県
）、
須
田
瑠
姫

長
野

県
）、
吉
井
晴
香

群
馬
県
）、
渡
辺
未
来

千
葉
県
）、
深
谷

陽
菜

茨
城
県
）

①
市
東
達
也

千
葉
県
）②
北
澤
夏

周

長
野
県
）③
橋
本
成
矢

三
重
県
）

敢
闘
賞

吉
田
蒼
一
朗

東
京
都
）、
井
上
和
哉

山
梨

県
）、
安
達
惠
哉

京
都
府
）、
村
田
楓
馬

大
阪
府
）、
宮
原

健
太

福
岡
県
）

①
志
村
珠
妃

山
梨
県
）②
斎
藤
小

茉
理

新
潟
県
）③
藤
澤
結
峰

長
野
県
）

敢
闘
賞

泥
谷
梨
沙

埼
玉
県
）、
林
美
伶

岐
阜
県
）、

泉
優
里
花

神
奈
川
県
）、
武
藤
美
羽

長
野
県
）、
和
田
華

奈

埼
玉
県
）

①
高
橋
飛
羽

千
葉
県
）②
石
井
翔

大

大
阪
府
）③
阪
部
泰
成

愛
媛
県
）

敢
闘
賞

米
良
裕
一
朗

栃
木
県
）、
須
田
都
夢

長
野

県
）、
倉
持
海
斗

茨
城
県
）、
田
島
航
大

神
奈
川
県
）、
佐

藤
貴
士

宮
城
県
）

①
大
野
桃
佳

新
潟
県
）②
佐
藤
花

音

埼
玉
県
）③
佐
藤
日
郁

岐
阜
県
）

敢
闘
賞

小
國
玲
奈

福
岡
県
）、
倉
井
〓

新
潟
県
）、

渡
部
帆
乃
華

山
形
県
）、
小
嶋
亜
弥

神
奈
川
県
）、
磯
野

莉
奈

大
阪
府
）

①
佐
藤
友
昭

岐
阜
県
）②
北
澤
以

進

長
野
県
）③
金
森
喬
大

長
野
県
）

敢
闘
賞

古
賀
悠
士

福
岡
県
）、
辻
本
介
都

岐
阜
県
）、

清
水
大
世

石
川
県
）、
齋
藤
礼
慈

新
潟
県
）、
瀧
本
聖
人

千
葉
県
）

①
津
野
楓

東
京
都
）②
杉
本
奈
美

山
梨
県
）③
飯
田
真
子

神
奈
川
県
）

敢
闘
賞

植
木
桃
子

岡
山
県
）、
江
野
七
星

石
川
県
）、

吉
川
未
希

新
潟
県
）、
奥
田
瑞
希

神
奈
川
県
）、
矢
澤
穂

佳

群
馬
県
）

①
柏
湧
斗

茨
城
県
）②
今
野
羅
偉

輝

千
葉
県
）③
星
翔
貴

宮
城
県
）

敢
闘
賞

飛
田
野
開
人

宮
城
県
）、
赤
地
凱
稀

長
野

県
）、
高
橋
玄
應

青
森
県
）、
越
響

青
森
県
）、
西
村
匡
陽

岐
阜
県
）

①
石
橋
咲
織

神
奈
川
県
）②
金
武

紗
耶

岐
阜
県
）③
籔
本
光
咲

石
川
県
）

敢
闘
賞

秋
山
真
子

新
潟
県
）、
加
藤
和
愛
子

岐
阜

県
）、
小
山
麗

石
川
県
）、
古
里
美
佳

岩
手
県
）、
淡
路
円

香
青
森
県
）

①
水
岡
勇
也

京
都
府
）②
橋
本
有

矢

三
重
県
）③
楠
理
久

茨
城
県
）

敢
闘
賞

増
田
燎

北
海
道
）、
田
中
達
也

大
阪
府
）、

高
橋
幸
汰

宮
城
県
）、
宗
村
一
輝

埼
玉
県
）、
佐
々
木
雄

大

岩
手
県
）

①
福
島
舞

京
都
府
）②
秦
乃
英
瑠

東
京
都
）③
品
田
美
由
利

新
潟
県
）

敢
闘
賞

瀬
戸
望
都

愛
知
県
）、
渡
邊
祐
己

千
葉
県
）、

脇
田
蒼
莉

千
葉
県
）、
米
良
寿
々
乃

栃
木
県
）、
森
川
茉

帆

埼
玉
県
）

葉
県
）、
黒
田

①
諸
口
支
部

大
阪
府
）②
茨
城

県
本
部

茨
城
県
）③
浜
北
支
部

静
岡
県
）

①
福
源
院
道
場

山
梨
県
）②
千

葉
県
本
部

千
葉
県
）③
埼
玉
県
本
部

埼
玉
県
）

▼
小
学
生
高
学
年
男
子

①
仙
台
支
部

宮
城
県
）②
宇
都

宮
支
部

栃
木
県
）③
石
川
県
本
部

石
川
県
）

①
諸
口
支
部

大
阪
府
）②
新
潟

県
本
部

新
潟
県
）③
埼
玉
県
本
部

埼
玉
県
）

①
諸
口
支
部

大
阪
府
）②
東
北
学
院
中

学
校

宮
城
県
）③
東
桂
町
支
部

山
梨
県
）

①
諸
口
支
部

大
阪
府
）②
石
巻
中
央
支

部

宮
城
県
）③
新
潟
県
本
部

新
潟
県
）

起
音

栃
木
県

①
中
田
陽
己

大
阪
府
）②
内
藤
星

那

大
阪
府
）③
畑
中
将
真

三
重
県
）、
岡
隼

三
重
県
）

敢

）、

市
場
康
太

東
京
都
）、
朝
倉
一
輝

埼
玉
県
）

①
斎
藤
綺
良
理

新
潟
県
）②
望
月

利
咲

長
野
県
）③
黒
田
愛
梨
花

埼
玉
県
）、福
田
歩
生

宮

城
県
）

敢
闘
賞

齋
藤
志
緒

東
京
都
）、
松
下
遥
乃

京
都
府
）、

倉
光
晴
心

長
野
県
）、
栁
田
亜
衣

神
奈
川
県
）

①
末
武
優
征

大
阪
府
）②
熊
谷
成

将

茨
城
県
）③
室
山
皓
奎

大
阪
府
）、
高
橋
銀

宮
城
県
）

敢
闘
賞

阿
部
海
星

宮
城
県
）、
木
村
友
樹

宮
城
県
）、

太
田
慈
人

静
岡
県
）、
髙
松
健
汰

東
京
都
）

①
酒
井
虹
穂

石
川
県
）②
片
岡
沙

紀

福
岡
県
）③
新
谷
心

大
阪
府
）、
松
本
星
来

大
阪
府
）

敢
闘
賞

乗
富
周

福
岡
県
）、
鈴
木
美
咲

東
京
都
）、

古
橋
ほ
の
か

静
岡
県
）、
築
地
友
布
加

千
葉
県
）

①
門
脇
駆

山
形
県
）②
森
田
兼
太

東
京
都
）③
星
達
貴

宮
城
県
）、
行
場
諒

宮
城
県
）

敢
闘
賞

竹
内
悠
月

栃
木
県
）、
加
藤
太
一

宮
城
県
）、

坂
崎
聖
斗

神
奈
川
県
）、
木
村
翼

岡
山
県
）

①
本
田
姫
星

宮
城
県
）②
泉
優
里

花

神
奈
川
県
）③
畑
中
彩
留
葉

三
重
県
）、大
角
寿
鶴

静

岡
県
）

敢
闘
賞

染
谷
奏
美

埼
玉
県
）、
森
島
千
晴

岐
阜
県
）、

竹
下
凜

静
岡
県
）、
西
本
紗
和
音

大
阪
府
）

①
石
井
翔
大

大
阪
府
）②
荒
木
海

大
阪
府
）③
谷
口
暁
理

三
重
県
）、
亭
島
飛
龍

茨
城
県
）

敢
闘
賞

太
田
真
暉

静
岡
県
）、
太
田
龍
士
郎

石
川

県
）、
米
良
裕
一
朗

栃
木
県
）、
高
田
大
輝

大
阪
府
）

▼
小
学
⑥
年
生
女
子

①
大
丸
美
津
妃

大
阪
府
）②
仲
谷

麻
矢

福
井
県
）③
山
内
花
菜

福
井
県
）、森
山
詩
音

東
京

都
）敢

闘
賞

大
石
玲
菜

宮
城
県
）、
齋
藤
楓

岡
山
県
）、

中
倉
馨
多

静
岡
県
）、
井
戸
香
菜
子

岐
阜
県
）

①
水
村
郷
太

東
京
都
）②
池
田
祐

輔

千
葉
県
）③
丸
林
海
斗

千
葉
県
）、
岡
本
拳

青
森
県
）

敢
闘
賞

菊
池
凱

宮
城
県
）、
小
迫
泰
輝

福
岡
県
）、

岡
部
海
輝

新
潟
県
）、
増
田
純
平

宮
城
県
）

①
島
愛
梨

大
阪
府
）②
大
河
舞
名

花

静
岡
県
）③
岡
本
紗
奈

京
都
府
）、
片
岡
優
惟

福
岡

県
）敢

闘
賞

本
田
未
来

宮
城
県
）、
辺
見
萌
乃
佳

宮
城

県
）、
海
津
空

新
潟
県
）、
石
橋
叶
子

福
岡
県
）

①
星
翔
貴

宮
城
県
）②
篠
原
優
吾

福
岡
県
）③
倉
富
真
也

福
岡
県
）、
髙
橋
魁

宮
城
県
）

敢
闘
賞

鈴
木
健
介

静
岡
県
）、
菅
野
雄
大

山
形
県
）、

増
森
仁

東
京
都
）、
阿
部
龍
也

宮
城
県
）

①
関
家
花
倫

東
京
都
）②
酒
井
愛

佳

石
川
県
）③
大
島
歩
美

埼
玉
県
）、
籔
本
光
咲

石
川

県
）敢

闘
賞

児
玉
美
奈

宮
城
県
）、
石
橋
咲
織

神
奈
川

県
）、
宮
井
麻
光

和
歌
山
県
）、
髙
橋
可
愛

静
岡
県
）

①
今
川
祐
哉

静
岡
県
）②
鈴
木
稜

也

宮
城
県
）③
雪
嶋
圭
斗

静
岡
県
）、
櫻
井
宣
充

兵
庫

県
）敢

闘
賞

島
隼
人

大
阪
府
）、
黒
田
真

愛
知
県
）、
瀬

戸
拓
実

石
川
県
）、
西
村
陽
太

青
森
県
）

①
一
杉
菜
々
子

静
岡
県
）②
田
村

千
裕

東
京
都
）③
相
内
美
空

青
森
県
）、小
笠
原
美
彩

東

京
都
）

敢
闘
賞

高
田
空

大
阪
府
）、
横
山
そ
ら

静
岡
県
）、

彦
坂
美
羽

静
岡
県
）、
工
藤
晴
香

大
阪
府
）

①
大
阪
府

１
５
３
点

②
千
葉
県

１
１
３
点

③
新
潟
県

１
０
３
点

小
学
生
低
学
年
男
子
団
体
形
／
茨
城
県
本
部

茨
城
県
）

中
学
生
女
子
団
体
形
／
新
潟
県
本
部

新
潟
県
）

小
学
生
低
学
年
女
子
団
体
組
手
／
福
源
院
道
場

山
梨
県
）

中
学
生
男
子
団
体
組
手
／
諸
口
支
部

大
阪
府
）

小
学
６
年
生
男
子
個
人
組
手
／
石
井
翔
大

大
阪
府
）

小
学
６
年
生
女
子
個
人
組
手
／
大
丸
美
津
妃

大
阪
府
）

中
学
３
年
生
男
子
個
人
組
手
／
今
川
祐
哉

静
岡
県
）

中
学
３
年
生
女
子
個
人
組
手
／
一
杉
菜
々
子

静
岡
県
）

総合優勝(都道府県対抗)：大阪府

文部科学大臣杯を獲得した諸口支部(大阪府)

形団体戦低学年男子形団体戦高学年男子形団体戦中学生男子

形団体戦低学年女子形団体戦高学年女子組手団体戦低学年男子

低学年男子団体組手高学年男子団体組手組手団体戦中学生男子

組手団体戦低学年女子組手団体戦高学年女子組手団体戦中学生女子



カ
ナ
ダ
高
校
生
交
流
事
業

武
道
空
手
の
奥
深
さ
を
伝
え
る
!

動
画
で
演
武
を
チ
ェ
ッ
ク

去
る
９
月
20
日
、
東
京
目
黒
・
ホ
テ
ル
プ
リ
ン

セ
ス
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
森
俊
博
専
務
理
事
を

は
じ
め
、
中
達
也
師
範
、
栗
原
一
晃
師
範
、
志
水

亮
介
師
範
、
上
田
大
介
指
導
員
ら
総
本
部
指
導
員

５
名
が
、
日
本
を
訪
れ
た
カ
ナ
ダ
人
の
高
校
生
23

名
に
対
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会

連
盟
に
よ
っ
て
、
外
国
の
若
者
に
日
本
文
化
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
目
的
で
企
画
さ
れ
た
も
の

で
、
ユ
ネ
ス
コ
に
唯
一
加
盟
し
て
い
る
当
協
会
だ

か
ら
こ
そ
実
現
し
た
。

空
手
経
験
者
が
一
人
し
か
い
な
い
カ
ナ
ダ
人
高

校
生
た
ち
に
対
し
、
森
専
務
理
事
は
簡
単
な
紹
介

Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
み
せ
た
後
、
空
手
の
歴
史
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
当
協
会
の
空
手
の
特
徴
で
あ
る
〞
極

め
〝
や
、
当
て
な
い
で
止
め
る
独
自
の
競
技
ル
ー

ル
の
意
義
な
ど
専
門
的
な
話
題
に
も
踏
み
込
む
と
、

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
と
、
森
専
務
自
ら
ス
ー
ツ

姿
の
ま
ま
追
い
突
き
を
実
演
し
て
み
せ
、
こ
れ
に

は
カ
ナ
ダ
人
高
校
生
た
ち
も
度
肝
を
抜
か
れ
た
様

子
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、
栗
原
・
志
水
・
上
田
の
総
本
部
指
導

員
３
人
に
よ
る
演
武
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
演

武
の
後
に
は
中
師
範
に
よ
る
分
か
り
や
す
い
解
説

が
な
さ
れ
た
。

ま
ず
は
上
田
指
導
員
が
壮
鎮
を
演
武
す
る
と
、

続
い
て
栗
原
師
範
と
志
水
師
範
が
約
束
組
手
の
演

武
を
披
露
し
、
実
際
に
空
手
の
技
を
目
の
当
た
り

に
し
た
カ
ナ
ダ
人
高
校
生
た
ち
を
魅
了
。
演
武
の

間
に
は
、
そ
こ
か
し
こ
か
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が
聞

こ
え
て
い
た
。

最
後
に
、
栗
原
師
範
に
よ
る
岩
鶴
の
演
武
が
行

わ
れ
る
と
、「
先
ほ
ど
の
壮
鎮
は
力
強
い
形
で
し
た

が
、
こ
の
岩
鶴
は
鶴
を
モ
デ
ル
に
し
た
素
早
く
、

変
化
に
富
ん
だ
形
で
す
」
と
中
師
範
が
簡
単
に
解

説
。
カ
ナ
ダ
人
高
校
生
た
ち
に
も
、
形
の
風
格
や

印
象
の
違
い
が
分
か
っ
た
よ
う
だ
。

そ
の
後
は
質
問
タ
イ
ム
と
な
り
、
演
武
を
披
露

し
た
３
人
に
様
々
な
質
問
が
浴
び
せ
ら
れ
、
高
校

生
た
ち
の
貪
欲
な
姿
勢
に
面
喰
い
つ
つ
も
、
３
人

は
そ
の
一
つ
一
つ
に
対
し
て
真
摯
に
答
え
て
い
た
。

最
後
は
高
校
生
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
中
師

範
に
よ
る
簡
単
な
技
術
紹
介
が
行
わ
れ
た
。
テ
ー

マ
は
『
武
道
と
ス
ポ
ー
ツ
』
と
い
う
深
い
も
の
だ

っ
た
が
、
中
師
範
は
「
礼
法
」
と
「
呼
吸
」
の
重

要
性
を
説
き
、
カ
ナ
ダ
か
ら
来
た
空
手
未
経
験
の

高
校
生
た
ち
に
も
分
か
り
や
す
く
、
明
確
に
両
者

の
違
い
を
示
し
て
み
せ
た
。

「
皆
さ
ん
は
空
手
の
鍛
練
を
し
て
い
な
い
。
し
か

し
、
今
、
皆
さ
ん
の
身
体
は
一
瞬
で
変
わ
り
ま
し

た
ね
。
身
体
の
外
側
か
ら
で
な
く
、
内
側
か
ら
変

え
て
い
く
。
こ
れ
が
武
道
で
す
」
と
中
師
範
。

全
体
の
時
間
は
１
時
間
30
分
と
短
か
っ
た
が
、

高
校
生
た
ち
に
は
濃
い
時
間
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

最
後
に
、
森
専
務
理
事
は
「
今
後
も
日
本
の
伝

統
文
化
で
あ
る
空
手
道
を
通
じ
て
、
日
本
を
訪
れ

る
お
客
さ
ま
と
真
の
交
流
を
深
め
、
日
本
の
す
ば

ら
し
さ
を
世
界
に
広
く
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
て
く
れ
た
。

「カナダとの交流事業」によって日本を訪れたカナダ

人高校生と総本部指導員、ユネスコの皆さん。

中師範による技術紹介では、「礼法」と「呼吸」に焦

点が当てられ、高校生たちは武道空手の奥深さに触れ

る機会を得た。

主に空手の歴史について講演した森専務理事。

上田指導員の壮鎮の形に、「グレート!」「インクレ

ディブル!」の歓声が上がった。

栗原・志水両師範の演武を目の当たりにした高校生

からは、「何年でそのレベルになるのか？」「黒帯は何

年で取ったのか？」という質問が浴びせられた。

http://www.youtube.com/watch?v=PIcnW8f2oCk


アンゴラ

アメリカ

フランス

去
る
２
０
１
２
年
12
月
７
日
か

ら
９
日
に
か
け
、「
Ｊ
Ｋ
Ａ
ク
リ
ス

マ
ス
キ
ャ
ン
プ
｜
国
際
技
術
セ
ミ

ナ
ー
と
資
格
審
査
｜
」
が
フ
ラ
ン
ス
・
バ
ン
デ
県

の
ラ
・
ロ
ッ
シ
ュ

シ
ュ
ル

ヨ
ン
で
行
わ
れ
た
。

２
１
０
人
い
た
参
加
者
の
大
半
は
指
導
者
か
準

指
導
者
だ
っ
た
が
、
参
加
者
の
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た

指
導
が
訪
問
さ
れ
た
先
生
方
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、

誰
も
が
理
解
し
や
す
い
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
た
。

参
加
者
た
ち
は
レ
ベ
ル
ご
と
に
ク
ラ
ス
分
け
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
中
達
也
師
範（
総
本
部
）、
サ
ワ
ダ

カ
ズ
ヒ
ロ
師
範
（
ベ
ル
ギ
ー
）、
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
ー

テ
ィ
エ
師
範
（
フ
ラ
ン
ス
）
が
指
導
し
た
。
参
加

者
は
正
し
い
基
本
を
習
い
、
形
を
演
武
し
、
組
手

の
感
覚
を
磨
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
た
ち
の
技
術

レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

８
日

土
）の
午
前
に
は
、
中
師
範
に
よ
る
指
導

者
の
た
め
の
指
導
が
な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
行
わ
れ

た
の
は
、
Ｊ
Ｋ
Ａ
が
規
定
す
る
指
導
要
綱
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
、
実
際

の
道
場
で
指
導
す
る
た

め
に
必
要
な
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
キ

ャ
ン
プ
の
主
催
者
（
Ｊ

Ｋ
Ａ
フ
ラ
ン
ス
の
ヨ

ン
＆
ヴ
ィ
ー
道
場
）
は
、

フ
ラ
ン
ス
国
内
を
は
じ

め
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、

チ
リ
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ

ア
、
ス
イ
ス
か
ら
も
参

加
し
て
く
れ
た
人
が
い

る
こ
と
に
大
き
な
喜
び

を
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
す
ば
ら
し
い

指
導
を
提
供
す
る
こ
と

と
同
様
に
、
土
曜
日
の

夕
食
会
も
ま
た
世
界
中

の
Ｊ
Ｋ
Ａ
会
員
を
結
び

つ
け
る
た
め
に
主
催
者

が
準
備
し
て
き
た
催
し

だ
っ
た
。

ヨ
ン
＆
ヴ
ィ
ー
道
場

の
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
エ

テ
ィ
エ
ン
ヌ
指
導
員
と

Ｊ
Ｋ
Ａ
フ
ラ
ン
ス
は
、

第
４
回
ク
リ
ス
マ
ス
キ

ャ
ン
プ
に
参
加
さ
れ
た

す
べ
て
の
参
加
者
と
中

師
範
、
サ
ワ
ダ
師
範
、

ロ
ー
テ
ィ
エ
師
範
に
よ
る
質
の
高
い
指
導
に
感
謝

し
て
い
る
。

な
お
、
第
５
回
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
プ
は
今
年

12
月
６
日
か
ら
８
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

去
る
６
月
13
日
か
ら
16
日
に
か

け
、
Ｊ
Ｋ
Ａ
ア
メ
リ
カ
の
国
内
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
ル
イ
ジ
ア
ナ
州

ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
総
本
部
道
場
か
ら
優
秀

な
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
中
達
也
師
範
に
指

導
に
来
て
い
た
だ
い
た
。
我
々
は
、
総
本
部
道
場

が
中
師
範
の
よ
う
な
優
秀
な
指
導
者
を
派
遣
し
て

く
れ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

６
歳
か
ら
70
歳
を
超
え
る
参
加
者
が
約
２
０
０

人
集
ま
り
、
三
上
孝
之
師
範
と
中
師
範
の
指
導
を

受
け
た
。
ま
た
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
ア
メ
リ

カ
国
内
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
、
バ
ハ

マ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
プ

エ
ル
ト
リ
コ
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
か
ら
の

参
加
も
あ
り
、
Ｊ
Ｋ
Ａ
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
と
も

に
汗
を
流
し
た
。

𥡴
古
の
内
容
は
、
基
本
の
確
認
、
正
し
い
形
と

そ
の
分
解
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
も
の
と
な
っ

た
。
空
手
の
正
し
い
技
を
修
得
す
る
こ
と
、
精
神

的
な
強
さ
を
得
る
こ
と
、
伝
統
的
な
格
闘
術
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
、
自
己
を
高
め
る
た
め
に

必
要
な
道
で
あ
り
、
ま
た
更
な
る
高
み
へ
と
進
む

た
め
の
方
法
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

若
い
参
加
者
た
ち
も
中
師
範
の
指
導
に
感
銘
を

受
け
た
よ
う
で
、
中
師
範
の
熱
の
こ
も
っ
た
指
導

に
対
し
て
必
死
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の

キ
ャ
ン
プ
は
す
べ
て
の
参
加
者
に
と
っ
て
す
ば
ら

し
い
体
験
と
な
り
、
改
め
て
Ｊ
Ｋ
Ａ
の
一
員
で
あ

る
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

去
る
７
月
21
日
か
ら
30
日
、
ア

ン
ゴ
ラ
・
ベ
ン
ゲ
ラ
市
と
ル
ア
ン

ダ
市
に
お
い
て
、
第
２
回
ア
フ
リ

カ
地
区
合
宿
が
行
わ
れ
、
総
本
部
道
場
か
ら
泉
屋

誠
三
師
範
と
大
隈
広
一
郎
師
範
が
指
導
に
訪
れ
た
。

総
本
部
道
場
は
、
優
秀
な
指
導
者
を
派
遣
す
る
こ

と
で
ア
フ
リ
カ
地
区
の
空
手
を
発
展
さ
せ
る
機
会

を
我
々
に
与
え
て
く
れ
た
。

指
導
の
内
容
は
、
正
し
い
基
本
と
形
、
組
手
の

確
認
が
な
さ
れ
、
ま
た
指
導
員
、

審
査
員
、
審
判
員
の
育
成
も
行

わ
れ
た
。
こ
の
合
宿
に
は
約
85

人
が
参
加
し
、
南
ア
フ
リ
カ
か

ら
ア
フ
リ
カ
地
区
の
技
術
部
長

で
あ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ム
チ
ャ

ー
リ
師
範
も
訪
れ
た
。

こ
の
合
宿
は
、
す
べ
て
の
参

加
者
に
と
っ
て
非
常
に
す
ば
ら

し
い
経
験
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ｋ
Ａ

ア
ン
ゴ
ラ
に
と
っ
て
も
特
別
な

行
事
と
な
っ
た
。

指導する中達也師範。

総本部から泉屋師範と大隈師範が訪れた。

クリスマスキャンプに参加した会員たち



研
修
生
卒
業
試
験
・
職
員
採
用
試
験

飯
村
研
修
生
、総
本
部
指
導
員
へ

飯
村
吏
毅
哉
・
総
本
部
指
導
員
。

「
大
会
で
は
組
手
だ
け
で
な
く
、

形
に
お
い
て
も
入
賞
で
き
る
よ
う

励
ん
で
い
き
た
い
」

去
る
９
月
24
日
、
総
本
部
に
て
、
研
修
生
卒
業

試
験
・
職
員
採
用
試
験
が
行
わ
れ
、
飯
村
吏
毅
哉

研
修
生
が
臨
ん
だ
。

飯
村
研
修
生
は
、
昭
和
63
年
９
月
12
日
生
ま
れ
、

茨
城
県
つ
く
ば
市
出
身
。
身
長
１
７
８
セ
ン
チ
、

体
重
75
キ
ロ
。
大
正
大
の
エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
し
、

平
成
23
年
入
所
。
研
修
生
１

年
目
で
世
界
タ
イ
ト
ル
を
手

に
す
る
な
ど
、
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
25
歳
で
あ
る
。

試
験
の
内
容
は
、
技
術
及

び
面
接
。

技
術
で
は
基
本
・
形
（
岩

鶴
）・
組
手
（
３
人
）・
試
し

割
（
一
寸
板
三
枚
）
が
行
わ

れ
た
。

面
接
で
は
「
ど
の
よ
う
な

指
導
員
に
な
り
た
い
か
？
」

と
い
う
質
問
に
対
し
、
飯
村
研
修
生
は
「
自
分
は

組
手
中
心
の
選
手
で
し
た
が
、
今
後
は
研
修
生
時

代
に
学
ん
だ
基
本
と
形
を
基
礎
と
し
て
、
組
手
に

つ
な
が
る
よ
う
な
空
手
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
輩
方
の
よ
う
に
微
細
に
至

る
ま
で
正
確
か
つ
誰
に
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
な

指
導
が
で
き
る
指
導
員
に
な

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
返
答
し
た
。

合
否
は
当
日
に
言
い
渡
さ

れ
、
見
事
合
格
。
飯
村
指
導

員
は
「
今
後
も
座
右
の
銘
で

あ
る
〞
敬けい
天てん
愛あい
人じん
（
天
を
敬

い
人
を
愛
す
る
こ
と
）〝を
胸

に
抱
き
、
一
歩
一
歩
着
実
に

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
今
後
の
抱
負
を
語

っ
た
。

全
国
大
会
で
躍
動
す
る
飯
村
指
導
員
。



行 事 予 定
【
専
務
理
事
】

【
師
範
会
幹
事
会
】

【
専
務
理
事
補
佐
】

【
技
術
部
】

【
大
会
運
営
部
】

【
資
格
部
】

【
国
際
部
】

【
事
務
局
】

★平成 年

★平成 年

★船越義珍杯の日程が正式に決定しました

森

俊
博

首

席

師

範

植
木
政
明

副
首
席
師
範

大
坂
可
治

師
範
会
幹
事

森

俊
博
・
大
石
武
士
・

井
村
武
憲
・
蔵
迫
研
郎
・

川
和
田

実
・
小
倉
靖
典
・

今
村
富
雄

小
倉
靖
典

補
佐
（
国
内
外
担
当
）

今
村
富
雄

補
佐
（
内
部
体
制
・
規
約
担
当
）

中

達
也

補
佐
（
国
内
外
担
当
・
広
報
担
当
）

永
来
静
夫

補
佐
（
経
理
・
事
務
担
当
）

﹇
指
導
員
・
選
手
𥡴
古
担
当
﹈

責
任
者

中

達
也

谷
山
卓
也
・
小
林
邦
雄

﹇
研
修
生
指
導
担
当
﹈

志
水
亮
介
・
上
田
大
介

﹇
大
学
生
強
化
・
研
修
生
募
集
担
当
﹈

責
任
者

谷
山
卓
也

部
長

﹇
都
道
府
県
組
織
強
化
と

指
導
者
の
質
向
上
を
図
る
担
当
﹈

中

達
也
・
猪
越
悠
介

﹇
世
界
大
会
選
手
強
化
担
当
﹈

小
倉
靖
典

監
督

中

達
也
・
谷
山
卓
也
・
小
林
邦
雄

﹇
審
判
強
化
・
試
合
規
約
担
当
﹈

泉
屋
誠
三

部
長
・
尾
方
弘
二

部
付
部
長

﹇
総
本
部
会
員
指
導
割
り
振
り
・
告
知
担
当
﹈

粂
田

力
・
飯
村
吏
毅
哉

半
崎
靖
雄

部
長

高
橋

敏

部
付
部
長
・
平
山
裕
子

部
付
部
長

根
本
敬
介
・
奥
家
沙
都
美
・
猪
越
悠
介
・

忠
鉢
考
治

﹇
審
判
強
化
・
試
合
・
審
判
規
約
﹈

泉
屋
誠
三

部
長
・
尾
方
弘
二

部
付
部
長

﹇
資
格
﹈

小
林
邦
雄

部
長

志
水
亮
介
・
栗
原
一
晃
・
椎
名

舞

﹇
広
報
部
﹈

中

達
也

部
長

根
本
敬
介
・
粂
田

力
・
猪
越
悠
介

森

俊
博

責
任
者

大
隈
広
一
郎

部
付
部
長

小
倉
靖
典
・
猪
越
悠
介
・
上
田
大
介

２
０
１
３
年
９
月
現
在
）

10月４日㊎ 研修生入所試験（総本部道場)

10日㊍～13日㊐ 秋季国内外全国合宿

（総本部道場)

27日㊐ 関東学生会定期リーグ戦（未定）

11月２日㊏ 第13回熟錬者全国空手道選手権

大会（未定)

24日㊐ 定期昇段審査会（総本部道場)

12月22日㊐ 総本部道場𥡴古納め

（総本部道場)

23日㊊～１月６日㊊ 冬期休暇

１月７日㊋ 𥡴古始め及び事務所開始

（総本部道場)

12日㊐ 鏡開き（総本部道場)

20日㊊～26日㊐ 寒𥡴古（総本部道場)

25日㊏ 研修生入所試験（総本部道場)

２月１日㊏・２日㊐ 高校生交流試合(未定)

14日㊎ 国際理事会（総本部会議室)

15日㊏ 師範会（総本部道場)

21日㊎ 研修生卒業試験（総本部道場)

23日㊐ 定期昇級・昇段審査会

（総本部道場)

３月１日㊏ 定期理事会（総本部会議室)

９日㊐ 高校生合宿（総本部道場)

15日㊏・16日㊐ 小・中学生合宿

（総本部道場)

22日㊏・23日㊐ 小・中学生合宿

（総本部道場)

平成26年10月17日～19日、日本武道館での

開催となります。宜しくお願いします。

ニュースや地方の大会結果は
ホームページへ
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